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8）小規模多機能型居宅介護事業所が開設から約 1カ月後の 2013年 3月 12日に実施した，同法人の理事
兼職員へのヒアリング調査で確認できた．
9）地域おこし協力隊の場合には，総務省によって研修が実施されているが，東京などに集合して実施さ
れるもので，赴任した地域で指導・助言は行われていない．地域おこし協力隊の制度は，都市部の居住
者を過疎地域に派遣するというものであるから，協力隊の担い手は都市部の生活経験者であるというこ
とになる．都市部で生活してきた人が，過疎地域という異なる地域特性の中で活動する際に戸惑いを感
じるであろうことは想像に難くない．
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